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３ 要旨

 トルコギキョウの秋出し栽培は、夏越しの栽培であるため、高温、長日などにより早期開花したり、切り
花長が短くなりやすい。そこで、摘芯による開花調節や品質向上について検討した。

(1) 摘芯をすると3～4週間の収穫遅延がみられた。

(2) 摘芯をすると草姿は乱れた。

(3) 中晩生種を用いた6月下旬～7月上旬定植の作型で摘芯を行う晩限は、収穫割合からみて主茎・止
め葉節が8月中旬、側枝先端部が8月下旬と考えられる。

(4) 上位規格品は、側枝先端部の摘芯が主茎・止め葉節の摘芯より多かった。

(5) 切り花長80㎝を目標とし側枝先端部の摘芯を行う場合､摘芯時の草丈は、出蕾1週間後では50㎝、
出蕾2週間後では60㎝程度必要であった。

 以上のことから、トルコギキョウの秋出し栽培における摘芯は、3～4週間収穫遅延するため開花調節に
は有効であり、摘芯の部位は草姿や出荷規格別割合からみて側枝先端部が良かった。側枝先端部の摘
芯を行う場合、摘芯晩限は8月下旬と考えられ、目標切り花長を出荷規格2L級の80㎝とすると、摘芯時の
草丈は出蕾1週間後で50㎝、出蕾2週間後で60㎝程度必要であった。
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